
問い合わせは　前橋花火大会実施委員会　☎027-234-5111

問い合わせは　文化国際課　☎027-898-6522

酪
農
家
の
一
日
・
高
橋
ミ
ル
ク

フ
ァ
ー
ム
（
苗
ヶ
島
町
）

　

高
橋
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
・
高
橋
さ
ん

の
農
場
は
本
市
の
中
で
も
規
模
が
大
き

く
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を
中
心
に
約
１

４
０
頭
の
乳
牛
を
飼
育
。
こ
の
牛
を
、

60
代
と
30
代
の
親
子
２
世
代
の
夫
婦
４

人
で
協
力
し
て
飼
育
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

酪
農
家
の
朝
は
早
く
、
高
橋
さ
ん
の

農
場
で
は
午
前
６
時
前
に
起
床
し
ま
す
。

朝
食
を
取
り
、
午
前
６
時
30
分
ご
ろ
か

ら
仕
事
の
準
備
に
。
午
前
７
時
ご
ろ
か

ら
搾
乳
（
乳
搾
り
）
を
始
め
、
約
２
時

間
か
け
て
70
頭
の
乳
を
搾
り
ま
す
。
そ

の
間
に
成
牛
舎
の
清
掃
や
餌
や
り
な
ど

を
手
分
け
し
て
行
い
、
午
前
10
時
ご
ろ

に
朝
の
牛
舎
で
の
仕
事
が
終
わ
り
ま
す
。

　

午
前
10
時
に
早
め
の
昼
食
を
取
り
ま

す
。
そ
の
後
は
、
畑
に
出
て
牧
草
作
り

や
堆
肥
場
の
管
理
な
ど
を
し
ま
す
。
午

後
４
時
ご
ろ
に
軽
食
を
取
り
、
午
後
５

時
ご
ろ
か
ら
育
成
舎
の
清
掃
や
餌
や
り

の
準
備
、
午
後
７
時
ご
ろ
か
ら
夕
方
の

搾
乳
と
牛
舎
の
清
掃
、
餌
や
り
。
こ
れ

ら
が
全
て
終
わ
る
の
が
午
後
10
時
ご
ろ

で
す
。
そ
の
後
、
夕
食
を
取
っ
て
一
日

が
終
わ
り
ま
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
餌
を
与
え
、

牛
舎
の
温
度
管
理
や
牛
の
健
康
管
理
、

牛
舎
の
衛
生
管
理
や
搾
乳
時
の
乳
頭
の

衛
生
な
ど
、
毎
日
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
飼
養
管
理
。
私
た
ち
が
飲
む
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
牛
乳
と
な
り
ま
す
。

牛
は
生
き
物
で
す
。
こ
の
よ
う
な
日
々

の
作
業
を
１
年
３
６
５
日
、
１
日
も
欠

か
さ
ず
に
行
い
ま
す
。

牛
乳
は
安
全
・
安
心

　

酪
農
家
が
搾
っ
た
生
乳
は
、
酪
農
協

が
集
め
、
各
牛
乳
メ
ー
カ
ー
へ
出
荷
さ

れ
ま
す
。
集
乳
・
出
荷
時
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
過
程
で
何
度
も
検
査
を
行
い
、

基
準
に
合
わ
な
い
牛
乳
は
廃
棄
。
お
店

に
並
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
牛
乳
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
で
も
安

心
し
て
飲
む
こ
と
が
で
き
る
安
全
な
食

品
で
す
。牛乳

は
栄
養
価
が
高
く

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
品

　

牛
乳
に
は
水
や
添
加
物
な
ど
は
一
切

加
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
、

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
類
な

ど
の
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
有
。

コ
ッ
プ
１
杯
（
２
０
０
㍉
㍑
）
で
１
日

に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
量
の
３
分
の
１

が
取
れ
ま
す
。

　

栄
養
が
豊
富
だ
と
カ
ロ
リ
ー
が
高
い

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
同
じ
カ
ロ
リ

ー
の
ほ
か
の
食
品
を
食
べ
る
よ
り
も
バ

ラ
ン
ス
よ
く
効
率
的
に
栄
養
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

６
月
１
日
は
牛
乳
の
日

６
月
は
牛
乳
月
間

　

６
月
１
日
は
牛
乳
の
日
、
６
月
は
牛
乳
月
間
で
す
。
前
橋
市
は
赤
城
南
面
を
中
心
に
酪
農
が
盛
ん
な

酪
農
地
帯
。
生
乳
の
生
産
額
は
全
国
の
市
町
村
で
10
位
（
県
庁
所
在
地
で
は
１
位
）
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
農
林
課　
☎
０
２
７
ー
８
９
８
ー
６
７
０
５

酪農家の一日
（高橋さんの農場の場合）
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就寝

　前橋花火大会を８月９日㈯に開催。この大会への市
民の皆さんや各企業・団体からの協賛金などを募集し
ます。
■ 協賛金を募集
　花火打ち上げの協賛金を募集します。協賛は１万
500円から。合同での打ち上げやオリジナル花火の作
成ができる種類もあります。協賛者には花火大会オリ
ジナルころとんバッジをプレゼントします。詳しくは
問い合わせてください。
申し込み＝６月２日㈪～ 25日㈬に前橋花火大会実施
委員会へ
■ 有料観覧席を販売
種類＝①ガーデンテーブル（定員５人。駐車場１台付
き）②団体席Ａ（定員25人。駐車場５台付き）③団
体席Ｂ（定員50人。駐車場10台付き）④個人席（定
員１人）
枠（席）数＝①は150枠②は４枠③は１枠④は300席
費用＝①は１万8,000円②は５万円③は10万円④は
2,500円

　サンデンまえばしロボコン2014の参加者を募集し
ます。今回のテーマは「一発逆転！真夏の前橋　ころ
とんカーリング?!」。自作のロボットを駆使し、カー
リングホールにストーンを投じ、得点を競います。
日時＝８月23日㈯午前10時30分
会場＝総合福祉会館
対象・部門＝個人か５人以内のチームで〈①こども〉
小学生以下とその保護者〈②中学生〉中学生〈③一般〉
高校生以上
申し込み＝７月５日㈯までに同大会のホームページ

（http://www.maeba
shi-robocon.net/）
で。または参加部門・
チ ー ム 名（10文 字 以
内・フリガナ）・代表
者の氏名・住所・電話
番号・チーム構成（友
人・親子など）・人数・②は学校名を記入し、市役所
文化国際課内まえばしロボコン事務局へハガキかフ
ァクス（027-224-1188）で

申し込み＝７月25日㈮までに予約専用ホームページ
（http://www.jtb.co.jp/shop/houjingunma/）で。
または所定の申込用紙に記入し、JTB関東法人営業群
馬支店（☎027-224-4124）へファクス（027-221-
0221）で。申込用紙については同支店に問い合わせて
ください。

前橋花火大会

■ 限定ころとんバッジを販売
　花火大会限定ころとんバッジ
を６月10日㈫から販売します。
デザインは２種類で、いずれも
数量限定。売上金は全て花火大
会の協賛金になります。
販売価格＝300円（２種類・
１組）
販売場所＝市役所地下売店、
前橋物産館広瀬川（JR前橋駅
内）、前橋商工会議所（日吉町一丁目）、児童文化
センター、中央児童遊園（前橋るなぱあく）

協賛金を募集します

参加者を募集します
　　　  まえばしロボコン

問い合わせは　水道局経営企画課　☎027-898-3014

　「前橋の天然水 アカギノメグミ」の500ml入りペッ
トボトルのラベルを、麻の葉紋様をデザインしたもの
に一新。形も持ちやすい多面型になりました。市内の
スーパーや量販店、前橋物産館広瀬川、市役所売店な
どで販売しています。

ペットボトル水のラベルを変更
持ちやすく爽やかなデザインに
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